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 要 旨   

目的： 

アルコール摂取、アルコール脱水素酵素（ADH）・アルデヒド・デヒドロゲナーゼ（ALDH）

の遺伝子多型と胃癌発症リスクの関係は、完全には解明されてない。日本人一般住民のコ

ホート内ケースコントロール研究(1990-2004 年)を使い、ADH1B（rs1229984）・ADH1C

（rs698）・ALDH2（rs671）遺伝子多型と飲酒量の胃癌発症リスクとの関連を調べた。 

 

方法： 

アンケートと血液提供に応じた 36,745 人の中から、457 人の胃癌発症者とそれにマッチ

させた 457 人を分析対象とした。オッズ比はロジスティック回帰モデルを用いて計算した。

 

結果： 

 アルコール消費量及び ADH1B（rs1229984）・ADH1C（rs698）・ALDH2（rs671）の遺

伝子多型と胃癌発症リスクの関連はなかった。しかしながら、環境因子と遺伝子の相互作

用を考慮に入れると、ADH1C G 対立遺伝子保因者のうち、エタノール換算にして酒 150g/

週を飲む者は、AA genotype 保因者で酒 150g/週未満の者と比べて胃癌発症リスクが 2.5 倍

だった(P for interaction = 0.02)。ALDH2 A 対立遺伝子保因者で酒 150g/週を飲む者もま

た、GG genotype 保因者で酒 150g/週未満の者と比べて胃癌発症リスクが増加した(オッズ

比= 2.08, 95% 信頼区間 = 1.05–4.12) (P for interaction = 0.08)。 

 

結論： 

アルコール消費と胃癌発症リスクの関係を調べるためには、アルコール消費量と ADH1C

と ALDH2 遺伝子多型の両方を考慮に入れることが重要である。 

 


